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《一関》より良い牛群改良に向けて～サンプル採取を実施しました～ 

 

４月２日（水）、管内の酪農家２戸にゲノム検査のためのサンプル採

取（耳片採取）を実施しました。今回で２回目の実施ということもあ

り、採取から個体情報登録までの一連の作業をスムーズに進行するこ

とができました。 

サンプルはアメリカに送られ、１か月後には結果が判明します。 

 

 当普及センターでは、これまで若手酪農家を中心にゲノミック評価

を活用した牛群改良への取組を支援してきました。中でも、生まれつ

き毛量が少なく、暑さに強い遺伝子を持った「スリック牛」に注目し、

新しい暑熱対策としてゲノミック評価の導入を推進しています。 

 今後スリック牛が誕生し、その牛が、岩手県最南端の当地域におい

て能力を発揮してくれることを期待しています。 

 

 スリック牛の誕生を心待ちにし、当普及センターでは、今後も高品

質な生乳生産に向けた取組を支援していきます。 

 

 

  

採取する子牛を保定 アプリケーターを使い採取 
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